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この記事は、機関誌や日常の出来事の中からわれわれが注目した話題を皆様に提供するものです。 

ご質問、ご要望などなんでもお寄せくだされば、今後テーマとして取り上げたいと思います。 



【アメリカ視察報告 Vol.４】     津曲歩径 
 
〇肺炎の診断について 
 子牛の肺炎は下痢（腸炎）とならび診療件数の多く、皆様の頭を悩ませる疾患の一つであると

思います。以前の M 情報で岩泉が紹介したように、肺炎の診断を超音波検査で日常的に行い、早

期発見治療を実施している先生の話を聞いてきました。基本的に肺炎の子牛では、『元気・食欲

がない』『咳をしている』『呼吸が早い』『ミルクを飲むときにむせる』『熱がある』などの稟

告を頂くことが大半です。これらの症状を発症した子牛の影には 2~4 倍の潜在性肺炎の子牛が隠

れているのではといわれています。私はそれらの稟告と発熱の有無や聴診による異常な呼吸音の

聴取により、肺炎の診断・治療をしてきました。ただ聴診による肺病変の検出率は、超音波検査

と比較して 6%程との報告もあります。このレクチャーに感化されて、冬の間の肺炎発症子牛に

エコーを当ててみたので、肺病変がどの様に見えているのか、抗生剤による治療でどの様な改善

があったのかなどについて報告します。 

〇肺の超音波検査 
 肺が正常であった場合には、右の写真のような見え方になります。この

場合、写真の上からエコーを当てていて、赤矢印で示した部分が肺になり

ます。黄色矢印が胸の皮膚や筋肉などの胸壁といわれる部分です（この矢

印を基準にして他の写真も参照していただけるとわかりやすいかもしれな

いです）。赤矢印部分の見え方は空気を含んでいる肺であるために見られ

るアーティファクト（人工産物）で多重反射といいます。アーティファク

トとは超音波装置の誤った設定などで画質を損なうものですが、肺エコー

におけるアーティファクトは正常な肺を診断するためのサインになりま

す。特に呼吸器におけるこの多重反射で認められるラインは A ラインと呼

称されます。 

 一方で異常がある場合には、B ラインやコンソリデーションとして検出

されます。右の写真では赤矢印の位置に B ラインがあり、赤丸で囲ったよ

うに肺の深部まで伸びていくように見えます。これは胸壁(厳密にいえば

胸膜)と肺の間に水分が貯留していることを示唆する所見です。この所見

が一つの視野に 3 本以上認められる場合に、異常とされます。この写真で

は 3 本の B ラインが見られる一方で、きれいな A ラインも見えていま

す。 

 コンソリデーションは右の写真の赤丸の様に見

られます。A ラインがわかれば、その差は一目瞭

然であると思います。これは肺胞内に細胞性滲出

物が存在することにより、炎症性に硬化した状態

と定義されています。右写真のうっすらと見える

四角は 10 ㎜四方ですが、約 10 ㎜のコンソリデー

ションがあるといえます。何も治療しなければ、

悪化していき、さらに大きなコンソリデーション

となっていきます。治療により治癒が可能とされ

ているのは 10 ㎜程のコンソリデーションまで

で、それ以上の病変はそのまま一生付き合ってい

くことになります。写真の子牛はアンピシリンの 1 日 2 回を 5 日間の治療でコンソリデーションが縮小し

たのが観察されました。 

 次回の M 情報では、牛の肺の解剖や罹患しやすい肺葉、エコーの当て方までご報告していきたいと思っ

ています。 

5 日間治療 



～入社のご挨拶～ 

 

 

 

 

はじめまして！ 

本年度受精卵課に入社いたしました、折笠 玲 

（おりかさ れい）と申します。この場をお借りし

て、自己紹介をさせていただきます！ 

 高校は世田谷区にある都立園芸高等学校の動物科で、飼育や繁殖生理の基礎を学びました。

野菜部という部活に所属し、日々採れたての野菜を食べていたため、野菜が大好きです。ト

ータルハードでもいつか野菜部を設立したいな、と密かに計画しています。 

 

出身は東京都杉並区というところで、23区の西端に位置して

います。区市町村別では全国で最も多くのアニメ会社があること

から、「アニメの街 すぎなみ」としても有名です。 

実家のアイドル 橙（だいだい）♂ 
 つくね ♀ 

高校卒業後、日本獣医生命科学大学の動物科学科に進学し、大学 3 年生の夏に初めて受

精卵課ラボにて実習をさせていただきました。北海道の自然、たくさんの牛と農家の皆様、

培養環境の全てに惹かれ、「ここで培養をしたい！」と思い入社に至りました。 

 北海道での生活も、培養も、免許を取ったば

かりなので車の運転も初心者ではありますが、

一日でも早く仕事を覚え皆様のお役に立てる

よう努力してまいります。 

 よろしくお願いいたします！ 



 

― ご挨拶 ― 

はじめまして。 

4 月から受精卵課に入社いたしました竹瀬 晴菜（たけせ はるな）と申します。 

大変恐縮ではございますが、この場をお借りして自己紹介をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出身は北海道石狩市で、幼いころからよく海で過ごしていました。 

大学時代に所属していたサークル活動の影響で酪農が好きになり、全道の牧場で見学

や実習を受け入れていただいていました。その際には、根室管内の酪農家の方々にも大

変お世話になり、思い入れの強い場所になりました。学生時代は搾乳アルバイトが趣味

で、搾乳後に雪の上をショベルで走ることが好きでした。 

入社後は胚培養士として技術的にも未熟な上に、覚えることも 

多く大変な一方、新しい毎日を楽しみながら過ごしています。 

少しでも早く皆様のお役に立てるように精進してまいります。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

愛猫のモモ太郎 

名前      竹瀬 晴菜 

出身地    北海道石狩市 

出身校   帯広畜産大学 家畜生産科学 
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